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「 ⑥市民憲章
広
報2．16

」
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます｡
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858きり471(85)1111
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我
孫
子
の
水
道
は
も
と
も
と

「
細
長
い
地
形
で
設
備
効
率
が

悪
い
」
「
北
千
葉
広
域
水
道
か

ら
コ
ス
ト
の
高
い
水
を
買
っ
て

い
る
」
な
ど
、
水
の
原
価
が
高

く
な
る
織
造
を
持
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
水
道
財
政
は
、
昭
和

画
年
の
料
金
改
定
以
来
加
年
が

経
ち
、
新
た
な
料
金
改
定
を
避

け
て
通
れ
な
い
状
況
で
す
。
前

回
の
、
年
は
、
１
年
間
の
赤
字

で
値
上
げ
し
ま
し
た
が
、
今
回

P

{もう限界
'7年間赤字が続く水道経営

で
き
る
限
り
値
上
げ
率
を
縮
小

は
平
成
元
年
以
来
、
７
年
間
も
赤
従
来
の
計
画
で
は
、
平
成
８

字
が
続
い
て
い
ま
す
。
年
度
に
詔
％
値
上
げ
の
予
定
で

ま
た
前
回
は
、
値
上
げ
時
で
も
し
た
が
、
率
の
縮
小
に
ぎ
り
ぎ

塑
億
７
０
０
０
万
円
の
利
益
剰
余
り
の
努
力
を
し
、
平
均
率
％
の

金
の
被
み
立
て
を
持
っ
て
い
ま
し
値
上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

た
が
、
今
回
は
利
益
剰
余
金
を
赤
ま
た
、
料
金
体
系
を
見
直
し

字
の
補
て
ん
に
充
て
、
今
年
度
は
他
市
並
み
の
累
進
制
を
採
用
す

ゼ
ロ
に
近
づ
き
ま
す
。
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
家
庭

コ
ス
ト
の
安
い
地
下
水
の
有
効
の
値
上
げ
は
、
％
台
に
抑
え
る

活
用
を
は
じ
め
、
ざ
ま
ざ
ま
な
経
考
え
で
す
。

営
努
力
も
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
ど
う
か
、
皆
ざ
ん
の
ご
理
解

限
界
に
き
た
と
言
え
ま
す
。
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

値
上
げ
と
同
時
に
旬
料
金
体
系
」
の
見
直
し
を

市
長
福
嶋
浩
彦
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我
孫
子
市
の
水
道
は
、
昭
和
妃
年
に
給
水
を
開
始
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
お
年
間
に
わ
だ
っ
て

増
加
す
る
水
の
需
要
に
応
え
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
送
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

皆
さ
ん
の
二
ｌ
ズ
に
応
え
て
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
料
金

改
定
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
水
道
局
Ⅱ

“
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
『
つ
い
に
剰
余
金
で
補
て
ん
す
る
こ

水
イ
許
の
製
造
に
つ
き
原
価
を
押
し
上
げ
る
要
因
に
は
、
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

約
馴
円
の
赤
字
灘
懸
測
蝋
縦
畦
縦
す
蔬
哩
謝
澱
鑪
蕊

》
や
１
１
や
支
払
い
利
息
が
増
加
し
て
き
た
照
）
。

水
道
は
《
皆
さ
ん
の
幕
ら
し
を
こ
と
、
ま
た
、
北
千
葉
広
域
水
道

支
え
る
窃
な
袈
亨
。
象
菱
団
か
ら
の
案
徴
の
増
聖
一
般
家
庭
の

庭
に
安
全
な
水
を
送
る
費
用
は
、
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

童
ん
か
ら
い
捲
く
蓋
鑿
こ
う
し
た
霧
の
謡
に
対
し
負
担
増
は
抑
制

で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
て
、
他
の
経
費
の
節
減
や
、
赤
字
↓
や
ｌ
ｌ

我
孫
子
市
で
は
、
水
１
証
の
販
を
剰
余
金
で
補
て
ん
す
る
経
営
手
市
の
現
在
の
料
金
体
系
は
、
柏

売
価
格
が
約
１
６
６
円
で
す
が
、
法
で
対
応
し
、
料
金
値
上
げ
を
延
市
等
の
近
隣
市
町
と
比
較
し
て
、

こ
れ
に
対
し
て
製
造
原
価
は
、
約
ぱ
し
て
き
ま
し
た
。
使
用
水
遥
の
多
い
事
業
所
な
ど
か

２
２
０
円
に
な
り
ま
す
。
水
道
水
し
か
し
、
７
年
間
赤
字
が
続
い
ら
い
た
だ
く
料
金
水
準
が
低
く
な

１
証
あ
た
り
弘
円
の
赤
字
に
な
っ
た
な
か
で
平
成
８
年
度
に
は
、
っ
て
い
ま
す
。

図1．水1m3の製造原価と費用構成

水1m@の製造原価▼近隣市町の製造。販売価格(1m』あたり） ＆

(約220円)の構成比率
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市
の
現
在
の
料
金
体
系
は
、
柏

市
等
の
近
隣
市
町
と
比
較
し
て
、

使
用
水
遥
の
多
い
事
業
所
な
ど
か

ら
い
た
だ
く
料
金
水
準
が
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
料
金
改
定
で
は
、
こ
の

点
を
是
正
し
、
平
均
的
使
用
水
通

の
家
庭
（
平
成
６
年
度
実
績
・
１

図2．平成2年度からの赤字額と剰余金残高の推移
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か
月
に
平
均
で
詔
㎡
を
使
用
）
へ

の
値
上
げ
の
影
響
を
、
で
き
る
限

り
抑
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

（
図
３
参
照
）
。

料
金
改
定
案
の
内
容
は
、
３
月

１
日
発
行
予
定
の
『
あ
び
こ
の
水

図3．平均使用料金の市町別比較(現行
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メ
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我
孫
子
市
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含
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７
市
２
町
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鱗
成
き
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角
一
い
ま
す
。

〃
§
原
水
は
江
戸
川
か
ら
取

水
し
、
流
山
市
内
に
あ
る

し
）
北
千
葉
浄
水
場
で
浄
水
処

ひ
理
さ
れ
、
各
市
町
に
送
ら

ｒ
Ｌ
れ
禮
試
峰
、
平
成
６
年
度

実
繊
で
、
同
企
業
団
か
ら

全
水
量
の
約
６
割
を
寅
っ

道
』
〈
市
水
道
局
発
行
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
皆
ざ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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給与等 を公表

Ⅱ

②一般職員給与費の状況(普通会計当初予算）

平 成
､7年度

(注）戦貝手当には、退職手当が含まれません。
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③職員の平均給料月額｡平均給与月額および平均年齢の状況(平成7年4月1日難）

’’
④職員の初任給の状況(平成7年4月1日現在）

⑤職員の学歴別。経験年数別平均給料月額の状況(平成7年4月1日現在）

I ’ ’技能労務職 高校卒

(注）経験年数とは、学校卒業後直ちに我孫子市に採用され、引き続き勤務している場合には採用後の年

数をいい、採用前に民間歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をい
います。

(1)部門別職員数の状況（各年とも4月1日現在・単位：人）

’
’

17.9％

⑦昇給期間短縮の状況

（注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休城者、派泄職貝などを含み
臨時または非常勤職員を除いたものです。

(2)平成7年の職員数の増減状況（単位：人）

(注）1
2

職員数(A)は、各年度の採用職員を加えたものです。
昇纈切間の短縮については、3月短縮を実施しています。

(平成7年4月1日現在）※右上表に続く

’

住
居
手
当

通
勤
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退
職
手
当

借家の場合

自宅居住者

電車・バス
の利用者

乗用車等
の利用者

(支給期）
6月』明

12月J明

3月期
計

職制上の段階､職Wの
等級による加算措圃

(支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
鮫商限度額

その他の
加算措置

退職時
特別昇給

※退職手当については､千葉県市町村総合事務組合の退城手当条例で支給率が定められています。

住居所持者で、かつ主たる生計維持者
8,500円

上記以外の者4,200円

泡帆代(1月)40,000円までは全額支給。
それを超える部分は半額を加算(5,000
円を限度）

通勤距離に応じ4,400円～24,750円を

支給

（平成6年度支給割合）
(期末手当）（勤勉手当）
1.6月分0.6月分
1.9 月 分 0 . 6 月 分

0.5月分一

4,0月分1.2月分

有

(自己都合）
21.00月分21

33

47
60

■
■

分
分
分

月
月
月

５
０
０

７
５
０

勧
３
４
６
６

く

定年前早期退職特例措置
(2％～20％の加算）

勧奨・定年退職者2号給

)00円を超える場合家賀に応
)00円を限度に支給

･定年）
分
分
分
分

月
月
月
月

５
５
０
０

家賃12,00()円を超える場合家賃に応
じて27,000円を限度に支給

●
1,000円

(新築取得後5年間は2,500円）

定期代(1月)40,000円までは全額支給。
それを超える部分は半額を加算(5,000
円を限度）

通勤距離に応じ2,000円～20,900円を
支給

（平成6年度支給割合）
（期末手当）（勤勉手当）
1.6月分0.6月分

Ｌ
’
４

月
月
月

９
５
０

分
分
分
分

0.6月分
－

1．2月分

有

（自己都合）
21.00月分
33.75月分
47.50月分
60.00月分

勧
肥
“
銘
腿

く ｊ年
分
分
分
分

定
月
月
月
月

・
布
別
叩
叩

奨
８
５
７
７

定年前早期退職特例措置
(2％～20％の加算）

1号棒

区分

平成
6年度

住民基本
台帳人口

(平成7.3も31:率）

124,003人

歳出額

(A）
千円

26,541,060

実質収支

千円

982,018

人件 蕊
(B）

千円

8,707,753

人件費率
(B／A）

32.8％

Ｊ
〃
山

32.3％

鴬5年度
)人件費率

区分
職員数

(A）

992人

給与費

給料

千円

3,999,764

職員手当

千円

1,283,353

期末･勤勉手当
千円

2,062,670

計（B）
千円

7,345,787

1人

与賀

千円

7,405

調
整
手
当

特
殊
勤
務
手
当
（
癖
錘
評
年
）

時
間
外
勤
務
手
当

支給対象職員数

支給率

国の制度
,－

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手 当 の 種 類 （ 手当数）

代表的な
手当の名称

平成5年度
(決算）

平成6年度
(決算）

支給額の多い手当

多くの職員に支給
されている手当

支給 総 額

職員1人当たり支給年イ

支給総額

峨員1人当たり支給年額

・1,071人

給料、扶韮手当、管理職手当の合計額の10％

36.2％

58,607円

31種類

夜間勤務手当、消掃作業手当、保育手当、技術
臓員手当

夜間勤務手当、消掃作業手当、保育手当、技術
職員手当、税務手当

261,731千円

265千円

230,340千円

233千円

区 分

我孫子市

国

一般行政職

平均給料月額

331,333円

297,346円

平均給与月額

432,627円

平均年齢

39.9歳

38.7歳

技能労務職

平均給料月額

325,509円

273,208円

平均給与月額

401,808円

平均年齢

44.6歳

47.9歳

区分

一般行政職
大学卒

高校卒

我孫子市

初任給

180,500円

151,600円

採用2年経過
後の給料月額

191,900円

167,200円

国

初任給

I種180,500円
Ⅱ種167,200円

136,500円

採用2年経過
後の給料月額

193,900円
180,500円

145,900円

区分

市長

助役

収入役

月額
lH遡W）

890,000円

760,000円

685,000円

区分

議長

副議長

議員

月額
H適用）

495,000円

445,000円

410,000円

期末手当
〈平成6年度支給剖合）

6月期2.2月分
12月期2.5月分
3月期0.5月分

計5.2月分

区分

一般行政職
大学卒

高校卒’
一一一一

経験年数1:0年

268,700円

225,800円

225,800円

経験年数15年

311,800円

286,500円

273,600円

経験年数20年

376,400円

342,500円

311,800円

区分

部門

一
般
行
政
部
門

特
別
行

政
部
門

普通会計計

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合計

議会
総務
税務

民生
衛生
農林水産
商工
土木

小計

教育
消防

小計

水道
下水道
その他

小 計

職員数

平成5年

10

161

48

190

117

13

6

126

671

176

130

306

977

38

21

23

82

1，059

平成6年

10

162

48

196

118

14

6

126

680

174

134

308

988

38

21

22

81

1，069

＝

平成7年

10

163

49

191

122

15

5

125

680

176

134

310

990

38

21

22

81

1，071

対前年増減数

平成5年

０
２
２
１
０
０
０
０

十
十
十

＋5

５
３

十
十

＋8

＋13

0
－

＋1

＋1

＋14

平成6年

０
１
０
６
１
１
０
０

十
十
＋
＋

＋9

２
４

一
十

＋2

＋11

０
０

－1

－1

＋10

平成7年

０
１
１
５
４
１
１
１

＋
十
一
十
十
一
一

0

＋2

0

＋2

＋2

０
０
０

0

＋2

区分

標準的な職務内容

職員数

構成比

参
考

1年前の溝成比

5年前の織成比

1級

主事補

19人

'3.3％

3.9％

2級

主事

68人

11.9％

14.0％
画I

3 級

主任主事

107人

貝

18.7％

21.2％

l函圃

4級

主任

137人

24.0％

24.9％

|回國

5 級

係 長

142人

24.8％

20.5％

19.5％

6級

課長補佐

39人

6.8％

5.6％

3.4％

7級

課長

36人

6.3％

5.7％

5.3％

8級

部長

24人

4.2％

4.2％

4.1％

計

572人

100％

100％

100％

区 分

平成

5年度

平成

6年度

職員数（A）

普通昇給期間(12～24月)を短
縮して昇給した職員数（B）

比 率 （B／A）

職員数（A）

普通昇纈賜間(12～24月)を短
縮して昇給した職員数（B）

比率（B／ A ）

合計

1,059人

385人

36.4％

1,069人

394人

36.9％

代表的な職種

一般行政職

671人

345人

51.4％

680人

351人

51.6％

職

194人

40人

20.6％

193人

43人

22.3％ 一
般
行
政
部
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

柵門

識会
総務
税務

民生
衛生
腱林水産
商工
土木

教育

消防

水道

下 水 道

その他

増員数

０
５
１
１
７
１
０
１

３
０

０
０

0

減員数

０
４
０
６
３
０
１
２

1

0

０
０
０

差 引

０
１
１
５
４
１
１
１

＋
＋
一
十
十
一
一

＋2

0

０
０
０

主な増減理由

防災計画強化による期､市民プラザの11嚇移符による減

課税業務の強化による地

施設利用湘大による地､在宅ケア業務移観こ伴う減
在宅ケア業務移管に伴う期､廃棄物等の体制見直しによる減

市民農園開設業務強化による地

工鑓展典業務の担当見直しによる城

都市公団の整術充実､市徽住宅業務体制見匝しによる減

社会体育施設の蜘胤充爽等による卿､文化財侃蔑業務の見世しによる減区分

扶
養
手
当

配偶者

配偶者以外
の扶養親族

我孫子市

16,000円

2人目まで1人5,500円
3人目から1人2,000円
16歳～22歳の子1人2,000円加算
配催考なしの場合1人n,000円
母子･父子家画〕場合1人16,000円

－

国

16,000円
士
｡

3人目か

16歳～22
副聞者な

で1人5,500円
ら1人2,000円
歳の子1人2,000円加算
しの場合1人11,000円
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〉ﾃー ﾏ｡健康で楽しい生活を過全
国
の
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
が
注

目
す
る
な
か
、
昨
年
ｎ
月
塑
日
、

プ
ロ
野
球
新
人
選
択
（
ド
ラ
フ
ト
）

会
議
が
行
わ
れ
、
日
本
ハ
ム
・
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
２
位
指
名
を
受

け
た
の
が
、
荒
井
修
光
さ
ん
。

「
プ
ロ
野
球
に
入
る
こ
と
は
小

さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
し
た
か
ら
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。

我
孫
子
市
出
身
の
ド
ラ
フ
ト
２

位
指
名
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
こ

、
シ
」
◎

小
学
校
の
頃
か
ら
野
球
が
好
き

で
、
中
学
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的

に
取
り
組
み
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し

て
、
〃
１
度
は
甲
子
園
の
マ
ウ
ン

ド
に
立
ち
た
い
“
と
我
孫
子
高
校

に
進
学
。

健康まつり第12回’

●

旬

日時：2月25日（日）午前10時から午後4時
場所：保健センター

第
哩
回
「
健
康
ま
つ
り
」
が
、

２
月
溺
日
（
日
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
「
健
康
で
楽
し
い
生

活
を
過
ご
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
健
康
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
友
だ
ち
、
ご
家
族

連
れ
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

当
日
、
花
の
苗
な
ど
を
無
料
で

進
呈
し
ま
す
。

◎
内
科
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
正
午

◎
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
健
康
相

談▼
時
間
＊
午
前
の
部
…
午
前
、

時
か
ら
正
午
＊
午
後
の
部
…
午

同
校
の
野
球
部
を
指
導
し
て
い

よ
し
の
り

た
の
は
父
で
あ
る
荒
井
致
徳
さ
ん
。

封
や
こ
簿
か

当
時
、
父
子
膳
と
し
て
話
題
と

な
り
、
３
年
前
の
夏
、
県
大
会
決

勝
戦
で
は
強
豪
銚
子
商
を
破
り
、

通
年
ぶ
り
に
甲
子
園
へ
の
切
符
を

手
に
し
た
。

大
学
は
早
稲
田
に
進
み
野
球
は

続
け
た
が
、
２
年
の
時
に
石
井
連

台

三遊亭とん楽氏

後
１
時
か
ら
３
時

◎
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
相
談
正

し
い
薬
の
飲
み
方
ほ
か

◎
在
宅
ケ
ア
の
相
談
浴
室
介
謹

用
品
な
ど
を
展
示

◎
健
康
チ
ェ
ッ
ク
栄
菱
相
談
・

試
食
・
健
康
体
操
を
は
じ
め
、
各

種
催
し
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◎
糖
神
保
健
コ
ー
ナ
ー
（
柏
保
健

所
）
袋
物
や
手
作
り
ハ
ガ
キ
な

ど
の
作
品
を
展
示
即
売

◎
識
演
会

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

（
大
会
議
室
）

▼
講
師
三
遊
亭
と
ん
楽
（
落
語

家
）▼

内
容
「
笑
う
門
に
は
健
康
来

た
る
」

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

時
ま
で

▼
定
員
１
５
０
名
（
先
着
順
）

▼
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

蔵
監
督
か
ら
肩
の
睦
さ
を
認
め
ら

れ
言
ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
捕
手
に
転

向
。
神
宮
で
の
六
大
学
野
球
、
早

慶
戦
を
は
じ
め
全
日
本
・
日
米

野
球
に
も
選
ば
れ
活
躍
し
た
。

プ
ロ
入
り
に
関
し
て
両
親
は
、

鐙
初
は
反
対
し
て
い
た
が
、
「
子

ど
も
の
決
め
た
道
で
す
か
ら
・
・
・
」

と
。
今
は
、
筋
力
・
脚
力
を
強
化

目本ハム｡ファイターズから
ドラフト2位指名を受けた

あらいのぷあき

荒井修光さん
(高野山）

年
度
末
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
保
険
料
は
納
め
ら
れ
ま
し
た

か
。

老
後
や
万
一
の
と
き
の
生
活
の

支
え
に
な
る
の
が
、
〃
年
金
″
で

す
が
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
不
慮
の
事
故
な
ど
の
際
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

ば
か
り
か
、
未
納
期
間
が
長
く
な

る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
き

え
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

年
金
制
度
は
、
加
歳
か
ら
釦
歳

ま
で
の
働
く
世
代
の
人
々
が
保
険

料
を
納
ぬ
そ
の
時
の
お
年
寄
り

す
る
た
め
、
自
主
的
に
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
毎
日
欠
か
さ
な
い
。

「
プ
ロ
入
り
に
は
不
安
も
あ

つ
だ
が
、
即
戦
力
に
な
れ
る
よ

う
開
幕
一
軍
を
目
指
し
た
い
」

と
周
囲
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
。

２
月
１
日
か
ら
プ
ロ
野
球
、

セ
・
パ
両
リ
ー
グ
で
一
斉
に
キ

ャ
ン
プ
イ
ン
す
る
が
、
一
軍
選

手
滞
同
の
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
の
参

加
も
決
定
し
て
い
る
。

近
い
将
来
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
で
、
「
オ
ー
ル
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
グ
、
日
本
ハ

ム
・
フ
ア
イ
タ
ー
ズ
、
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
荒
井
、
背
番
号
”
」
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
け
る
主
つ
心

か
ら
応
援
し
た
い
。
狸
歳
。

３
月
は
保
険
料

納
付
促
進
月
間

の
年
金
を
支
え
る
世
代
間
の
助
け

合
い
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
保
険
料
が

“
１
万
２
３
０
０
円
に

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
２
３
０
０
円
（
下
表
参

照
）
に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、

年
を
と
っ
た
時
や
障
害
者
や
母
子

家
庭
に
な
っ
た
場
合
の
大
き
な
生

活
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〃
人
生
帥
年
時
代
″
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
今
日
、
保
険
料
額

は
年
金
額
か
ら
み
て
、
か
な
り
低

め
の
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
保
険
料
と
年
金
額

の
バ
ラ
ン
ス
や
生
活
水
準
な
ど
を

考
慰
し
、
こ
れ
か
ら
も
年
金
制
度

が
健
全
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
急
激
な
負
担
を
避
け
、
無

理
が
生
じ
な
い
よ
う
段
階
的
に
引

き
上
げ
て
い
ま
す
。

母
子
・
父
子
家
庭
お
よ
び
両
親

の
監
謹
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

で
、
そ
の
お
子
さ
ん
が
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
に
入
学

す
る
場
合
、
ま
た
は
中
学
校
を
卒

業
し
て
就
城
す
る
場
合
に
祝
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申

講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
祝
金
の
額
：
対
象
児
１
名
に
つ

き
８
０
０
０
円

▼
対
象
児
の
生
年
月
日

＊
小
学
校
入
学
…
平
成
元
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日

＊
中
学
校
入
学
…
昭
和
死
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
弱
年
４
月
１
日

＊
嵩
等
学
校
入
学
ま
た
は
就
職

△

’

§

可
凸
■
■
Ⅱ
。
■

に
老
後
の
安
心
の
た
め
に
も
保
険

料
改
定
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

保
険
料
は
便
利
で

有
利
な
前
納
を

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
前

納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
毎
月

納
め
る
手
間
が
は
ぶ
け
、
〃
納
め

忘
れ
″
な
ど
の
心
配
も
な
く
な
り

安
心
で
す
。

４
月
中
に
平
成
９
年
３
月
ま
で

の
１
年
分
の
保
険
料
を
納
め
る
と
、

３
５
６
０
円
の
割
り
引
き
に
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（
半
年
前
納
も
あ
り
ま
す
）

な
お
、
口
座
振
替
利
用
の
方
は
、

３
月
末
日
ま
で
に
市
内
指
定
金
融

機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
云

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
５
５

．
・
・
昭
和
弱
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

弱
年
４
月
１
日

た
だ
し
、
平
成
８
年
３
月
１
日

現
在
、
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
で

今
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

等
に
入
学
す
る
方
ま
た
は
、
今
年

３
月
末
日
ま
で
に
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
中
学
校
を
卒
業
し
、
今
年

４
月
に
就
職
す
る
方

▼
受
給
賓
格
者

１
、
配
偶
者
の
な
い
方
で
入
学

ま
た
は
就
職
予
定
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
父

２
、
入
学
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業

し
て
就
職
予
定
の
お
子
さ
ん
を
母

Ｉ
‐
噂
Ｉま

た
は
父
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
方

▼
申
講
方
法
申
鏑
警
（
児
童
保

育
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
印
鑑
、
受
給
変
格
者
の
銀

行
（
郵
便
局
を
除
く
）
の
預
金
口

座
番
号
を
用
意
の
う
え
、
３
月
８

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
保
育
課
に
母
子
家
庭
の
登

録
を
し
て
い
る
方
に
は
、
地
区
の

母
子
福
祉
推
進
員
が
申
鏑
書
を
お

持
ち
し
ま
す
℃
（
２
月
末
日
ま
で

に
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
じ

▼
申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
児
童

保
育
課
児
童
家
庭
係
電
（
妬
）
１
１

１
１
内
線
３
４
７

’
▼新保険料

学
校
休
業
日
お
よ
び
終
了
後
、

（
た
だ
し
、
毎
月
第
２
．
４
土
曜

日
の
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）
小

学
校
の
運
動
場
や
体
育
館
を
利
用

（
左
表
参
照
）
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
校
施
設
の
利
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
お
早
め
に
申

▼学校施設利用表

譜
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
７
年
度
利
用
団
体

に
は
申
請
書
を
送
付
済
み
で
す
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申

請
書
（
体
育
課
に
用
意
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
２
月
詔
日
（
金
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育
課
云

（
唖
１
１
５
１
へ
持
参
。
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入
学
及
び
就
職
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

ｌ

｜
母
子
・
父
子
家
忘
娼
の
封
釧
へ
一 第日回花1薑設計コニ〃

クーノL・第1n回花l薑

コゴクーノL作品蟇集

◎
第
８
回
花
極
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
を
臓
業
と
し
て
い
な
い
個
人
ま

▼
設
計
対
象
手
賀
沼
公
園
内
花
た
は
団
体
（
学
校
、
自
治
会
等
）

麺
（
縦
５
脚
×
横
、
脚
）
で
、
春
▼
対
象
花
漣
平
成
７
年
度
中

に
楽
し
め
る
も
の
に
市
内
で
作
成
し
た
も
の
で
、

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
総
面
械
５
が
以
上
の
花
埋

者
（
た
だ
し
、
専
門
業
者
を
除
く
）
▼
申
し
込
み
模
造
紙
に
花
埴

▼
申
し
込
み
草
花
の
種
類
、
色
、
の
作
成
状
況
が
わ
か
る
写
真
を

配
澄
等
を
図
面
に
番
き
、
住
所
、
貼
り
、
説
明
文
も
添
付
の
こ
と

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
園
応
募
期
間
・
問
い
合
わ
せ

◎
第
、
回
花
璽
コ
ン
ク
ー
ル
２
月
調
日
（
木
）
ま
で
に
公
園
緑

▼
資
格
市
内
在
住
で
花
塊
作
り
地
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

区分

1か月

1年（4月～平成9年3月）

1年前納（4月～平成9年3月）

割引額

定額
保 険 料

12,300円

147,600円

144,040円

3,560円

付加保険
料こ み

12,700円

152,400円

148,720円

3,680円

l
P4

１
月
調
日
（
金
）
、
市
長
と
語

る
塵
政
懇
話
会
が
、
我
孫
子
市

農
業
青
壮
年
会
議
（
会
長
・
中

よ
へ
え

野
與
兵
衛
）
の
代
表
者
翠
名

（
写
真
）
が
集
い
、
市
民
会
館
で

開
催
き
れ
ま
し
た
。

同
懇
話
会
で
は
、
「
あ
び
こ

型
都
市
腿
業
」
の
確
立
に
向
け
へ

農
業
行
政
の
あ
り
方
や
後
継
者

対
策
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

‐
１
１
Ⅱ
１
１
１
１
Ⅲ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
ｌ
０
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

平
成
８
年
度
学
校
施

設
の
利
用
に
つ
い
て

施設

運
動
場

P

’

体
育
館

※中学校施設も一部利用すること

ができます。

利用日

土曜日

学校休業日

－4

平 日

土曜日

学校休業日

時間

午後1時から

5時

午前9時から

午後5時

午後5時から

9時

午後1時から

9時

午前9時から｜

午後5時’



詞び
一
』 (4)1996．2．16

す
g■■

ｰ

唖、一

一b

ー

q

0、

’’1

’

1

灰

P

地区計画の原案の縦鬘少年タッチヤング会員
｢柴崎少年剣友会」
｢柴崎少年柔道クラブ」

2月29日(木)は、固定資

産税・都市計画税第4期分

の納付期限です。忘れずに

納めましょう。なお、口座

振替にすると納め忘れもな

く便利ですので、ぜひご利

用ください。

一収税課窓(85)1111-

繍蕊朧はお早めに

下水道事業受益者負担金の
納付をお忘 れ な く

布佐南地区まちづくり協議会
｢ふゆのイベント‘パートIIJ

親子スキー教室

根戸少年剣友会会員
李水薑齪工事店鵬榊請講演

"今｢ハンディキャップ
室をのりこえて」

眺宝(鵬)瀧鰻請者

国立がんセンター東病院
｢電話による喉頭がん検診」

大潮||浄化施設
竣工記念
ﾈﾙ展

PCｶﾚｯジ第5期受講者
つくばね共同作業所
運営委員ボランティア

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻﾆーピｽ恋(85)1胴

中途失聴，難聴者の集い r明るい人間関係をつくる
話し方講座」受講者

17土

18⑧

19月

2⑪火

21水

22木

2行金

24土
一

ZSe

2⑰月

27火

28水

29木

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

函･少年の日

‐R曜当審医＝テレホンサービス
軍休日救急歯科診霞日＝休日救急歯科診磯所(市毘会館内)9:00～11:30

－結鱈相肢＝社会福祉協噸会10300～14:00
野 家 庭 の 円

画消費生活相麟＝市民相談室10:00～15:00
画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
．市民会醒・市民画露館・鳩の博物館休館
車つつじ荘休館一西部福祉センター休館

画･法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

壱消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

軒市役所閉庁(－部の施設は除く）

画日曜当番医＝テレホンサービス

密休日裁急歯科診霞日=休日救急歯科診膜所(市民会館内)9:00~11:30

こず人権・行政相肢＝市民相肢室10:00～15:00
､得消費生活相麟＝市民相醗室10:00～15:00
毎心配ごと相麟＝布佐市民センター本館9:00～15W00
壷市民会館・市民体育館・市罠圃癖館休館
‘ず鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休醒

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画水道料金納入期限＝口座振替日

唾つつじ荘休館
函西部福祉センター休館

函消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
腫薊･アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

瞳『国民年金保険料納期限＝口座振替日

あらｷﾂｽー ﾂｸﾗﾌ会員

ｼﾙｸﾛー ドｻー ｸﾙ識会
胤たい｢日測音風景1雌」

我孫子市舞踊連盟扇升
会30周年記念発表会

4月旧力ら鮪時間を暇
我孫子登山倶楽部会員

友愛セール


